
令和２年度第２回

北薩地域保健医療圏地域医療構想調整会議

日時：令和３年１月 18日（月）
午後 7時～午後 8時 30分

場所：川薩保健所 ２階大会議室

会 次 第

１ 開 会

２ 議 事

報告事項

ア 北薩地域保健医療圏地域医療構想調整会議の開催状況について 【資料１】

イ 令和２年度第１回地域医療構想調整会議の結果について 【資料２】

協議事項

ア 個別の医療機関の病床機能別専門部会における協議結果につい 【資料３】

て（川薩保健医療圏）

イ 第７次医療計画(中間見直し)及び第８期介護保険事業(支援)計 【資料４】

画の整合性について

３ その他

ア 新型コロナウイルス感染症対応を踏まえた今後の医療提供体制 【資料５】

の構築に向けた考え方「今後の医療構想の考え方・進め方」

について

イ 北薩地域保健医療圏地域医療構想調整会議委員の選任について



区分 所　　属 職　名 氏　　名 代理出席等

川内市医師会 会長 久留　敏弘

薩摩郡医師会 会長 堀之内　都基

出水郡医師会
（介護支援専門員協議会出水支部）

会長
（支部長）

來仙　隆洋

市郡歯科医師会 薩摩川内市歯科医師会 会長 林　廣昭

地区薬剤師会 出水郡薬剤師会 会長 瀨野浦　格

地区看護協会 鹿児島県看護協会出水地区 地区長 溝下　晴美

薩摩川内市 市長 田中　良二
市民福祉部長
小柳津　賢一

さつま町 町長 日髙　政勝
保健福祉課長
佐藤　秀樹

阿久根市 市長 西平　良将
介護長寿課長
池田　英人

出水市 市長 椎木　伸一
健康増進課長
佐藤　義明

長島町 町長 川添　健
町民保健課長
濵田　照幸

川内市医師会立市民病院 院長 石部　良平

薩摩郡医師会病院 院長 相良　久治

出水郡医師会広域医療センター 院長 今村　博

済生会川内病院 院長 嵜山　敏男

クオラリハビリテーション病院 院長 松下　兼一

出水総合医療センター 院長 花田　法久

市比野記念病院
（介護支援専門員協議会川薩支部）

理事長
（支部長）

黒田　篤

森園病院 副理事長 江畑　浩之

鹿児島県認知症グループホーム連絡協議会
（いずみ川薩支部）

理事長
（支部長）

古城　順子

鹿児島県保険者協議会 支部長 大坪　信一

保健所 北薩地域振興局 保健福祉環境部
（川薩保健所）

保健福祉
環境部長

揚松　龍治

22 名

北薩地域保健医療圏地域医療構想調整会議　委員名簿

郡市医師会

市町長
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課長補佐
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主幹兼
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 市民健康課

専門職 内田　ひとみ

 市民福祉部
 高齢・介護福祉課

課長 中俣　賢一郎

 保健福祉課 課長 佐藤　秀樹
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 健康増進課 課長 佐藤　義明
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関係機関出席者出席名簿
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鹿児島県

 保健医療福祉課



北薩地域保健医療圏地域医療構想調整会議設置要綱

（設置）

第１条 医療法（昭和２３年法律第２０５号，以下「法」という。）第３０条の

１４の規定に基づき，鹿児島県地域医療構想」（以下「構想」という。）にお

いて定める将来の病床数の必要量を達成するための方策その他の構想の達成

を推進するために必要な協議を行うため，北薩地域保健医療圏地域医療構想

調整会議（以下「調整会議」という。）を設置する。

（検討事項）

第２条 調整会議は，前条の目的を達成するために，次の事項について検討す

る。

(1) 北薩地域保健医療圏における地域医療構想に関する事項

(2) その他必要な事項

（組織）

第３条 調整会議は，委員２２名以内で組織する。

２ 委員は，法第３０条の１４に掲げる者その他の関係者のうちから北薩地域振

興局長が委嘱又は任命する。

（任期）

第４条 委員の任期は，２年とする。

２ 補欠又は増員により選出された委員の任期は，前任者又は現任者の残任期

間とする。

３ 委員は，辞任又は任期満了後においても，後任者が就任するまでは，その

職務を行わなければならない。

４ 委員は再任を妨げない。

（議長及び副議長）

第５条 調整会議に議長１名及び副議長１名を置き，委員の互選によりこれを

定める。

２ 議長は，会務を総理し，調整会議を代表する。

３ 副議長は，議長を補佐し，議長に事故あるとき，又は議長が欠けたときは，

その職務を代理する。

（調整会議）

第６条 調整会議は，議長が招集する。

２ 調整会議は，委員の過半数が出席しなければ開くことができない。

３ 議長は，調整会議の議事を整理する。



（専門部会）

第７条 調整会議に，専門的な事項について調査研究するため，必要な専門部

会を置くことができる。

２ 専門部会は，議長がこれを招集する。

３ 第４条，第５条及び第６条第２項から第３項までの規定は，専門部会にお

いて準用する。この場合において，これらの規定中「調整会議」とあるのは

「専門部会」と，「委員」とあるのは「部会員」と，「議長」とあるのは「部

会長」と，「副議長」となるのは，「副部会長」と読み替えるものとする。

（委員等の代理出席）

第８条 委員又は部会員がやむを得ない事情により出席できない場合において

は，その者が指定し，これを議長又は部会長が承諾した者について，代理出

席させることができる。

（関係者の出席等）

第９条 調整会議又は専門部会において必要があると認めるときは，議長又は

部会長は，学識経験を有する者又は関係者の出席を求め，意見を聴くことが

できる。

（報償費及び旅費）

第10条 委員及び部会員（代理出席者を含む。）並びに前条の規定により出席し

た者には，「報償費」及び「普通旅費」を支給することができる。

（庶務）

第11条 調整会議の庶務は，北薩地域振興局保健福祉環境部健康企画課で処理

する。

（その他）

第12条 この要綱に定めるもののほか，調整会議の運営に関し必要な事項は，

議長が定める。

附 則

この要綱は，平成２９ 年３月１日から実施する。



北薩地域保健医療圏地域医療構想調整会議専門部会運営要領

（目的）
第１条 北薩地域保健医療圏地域医療構想調整会議（以下「調整会議」という。）設置要
綱第7条の規程に基づき，北薩地域保健医療圏地域医療構想調整会議専門部会（以下「専
門部会」という。）の運営に関し，必要な事項を定めることを目的とする。

（検討事項）
第２条 専門部会は，次の事項について検討する。
(1) 地域の病院・有床診療所が担うべき病床機能に関する事項
(2) 病床機能報告制度による情報等の共有に関する事項
(3) その他の地域医療構想の推進に関する事項

（組織）
第３条 専門部会は，各構想医療圏ごとに，病床機能別，疾患別に設置する。
２ 病床機能別専門部会は，次の４部会とする。
（1）高度急性期・急性期専門部会
(2) 回復期専門部会
(3) 慢性期専門部会
(4) 在宅医療専門部会

３ 疾患別専門部会は，次のとおりとし，他の疾患でも必要とする場合は，調整会議に
諮り決定し設置することができる。
（1）脳卒中専門部会
(2) 急性心筋梗塞専門部会
(3) がん専門部会

４ 各専門部会は，部会委員10人以内で組織する。
５ 部会委員は，各構想医療圏の中から各医師会長が指名する。
６ 各専門部会長が必要と認めた者をオブザーバーとして出席させることができる。
７ 必要な場合は，各専門部会を合同で開催することができる。

（部会長及び副部会長）
第４条 各専門部会に部会長１名及び副部会長１名を置き，部会員の互選によりこれを
定める。
２ 部会長は，会務を総理し，専門部会を代表する。
３ 副部会長は，部会長を補佐し，部会長に事故あるとき，又は部会長が欠けたときは，
その職務を代理する。

（会議）
第５条 専門部会は，調整会議議長がこれを招集する。
２ 部会長は，専門部会の開催後，その結果を調整会議に報告するものとする。

（報償費及び旅費）
第６条 部会員（代理出席を含む）には，「報償費」及び「旅費」を支給しない。

（庶務）
第７条 専門部会の庶務は，北薩地域振興局保健福祉環境部健康企画課で処理する。

（その他）
第８条 この要領で定めるもののほか，専門部会の運営に関し必要な事項は，部会長が
専門部会に諮って定める。

附 則
この要領は，平成２９年１２月１１日から施行する。


